
発表者：看護学科老年看護学・上西洋子

日時：平成２６年９月２日(火)１７時～１８時

場所：西棟531教室

現象を多角的に捉える手法の一つとし

ての質的研究は、医療の成果を当事者を

通して評価する動きと連動して、医療対象

者の主観的評価を重視してきています。

老年看護では老年期の当事者が経験

してきた現象について語りを通して情報収

集し、分析する手法が用いられています。

当日は半構造化面接と内容分析を中心

に述べた後に、実際に行った質的研究で、

認知症高齢者の家族にインタビュー法に

よりデータ収集を行い、逐語録にまとめて

内容分析をした過程について発表したい

と思います。


